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資料１ 「子どもの幸福度」ランキング 2025年 5月に発表 

発信元；日本ユニセフ協会、ユニセフ・イノチェンティ研究所  

日本の順位と改善点を考察（要約、一部抜粋） 

「子どもの幸福度」ランキング ユニセフ発表は、先進国の子どもたちの暮らしやすさを、健康・

教育・心の状態などから総合的に評価して発表している世界的な調査結果である。 

子どもたちがどれほど安心して暮らし、どれだけ未来に希望を持てているかを知るための、非常に

重要な「ものさし」である。そして、日本の子どもたちが“心の面”で世界と比べて深刻な課題を抱

えていることを明らかにしている。（略） 

 

3つの分野を中心に評価している。 

① 精神的幸福度（生活満足度や自殺率など） 

② 身体的健康（子どもの死亡率や過体重の割合） 

③ スキル（学力、社会的な関わりの力など） 

日本はこのランキングでどの位置にいるのか？ 

2025 年発表の「レポートカード 19」では、38 カ国中 14 位（前回 2020 年レポートカード 16 で

は 20位）という結果だった。一見、中間のようにも思えるが、内訳を見てみると大きな課題が隠れ

ている。それは、 

身体的健康：1位（非常に優秀） 精神的幸福度：32位（前回は 37位：ほぼ最下位）  

スキル 12位（前回は 27位） 

身体的な健康においては、日本は世界でもトップクラスの成績を誇っている。子どもの死亡率が低

く、肥満の割合も他国に比べて少ないのが特徴である。 

体は元気だが、心は疲れていて、学びの場で自信を持ちにくいという現状がある。特に、精神的幸

福度では、日本はとても厳しい評価を受けていて、「自分の生活に満足している」と答えた 15 歳の

割合は、わずか 62％。これは対象国の中でも下位にあたる。 

また、15歳〜19歳の自殺率は先進国中で最も高い水準にあり、深刻な問題である。 

主な理由としては： 

学校でのストレスやいじめ、家庭での孤立感、SNS による比較や孤独感の増加 

などが挙げられる。 

たとえば、東京都に住む高校生・ユウタくん（仮名）はこう話している。 

「いい大学に入ることが大事ってずっと言われてきて。でも、将来にワクワクできる気持ちは、最近

どんどん小さくなってる感じです」 

令和 7 年９月定例会 

一般質問補足資料 

１０番 井上真砂美 
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このような「見えにくい心の負担」にどう向き合うかが、日本の課題である。 

子どもの幸福度ランキング ユニセフ関連資料（要約、一部抜粋） 

資料は、ユニセフおよび関連する公的機関の公式データや報告書をもとに正確

で最新の情報で構成されている。 

① 学校給食のバランスの良さ ②歩いて通学する文化 ③健康診断の徹底  

上記の ①②③ の内容は、先進国の中で、日本教育特有の「強み」であると指摘している。ただ

し、近年ではスマホやゲームの影響で運動不足が増えているとのことで、注意が必要である。 

学びの場で引き続き望むこととして、下記が挙げられる。 

・体験型の学びの導入  ・グループ活動を通じた協調性の育成  

・自分の意見を発表する機会の増加 ・小学校で行われている「道徳」の授業  

 

他国との比較から見える日本の位置づけ 

「子どもの幸福度ランキング ユニセフ発表」の上位に名を連ねるのは、オランダ・デンマーク・ノ

ルウェーなど北欧の国々です。これらの国々に共通するのは、 

「子どもの声がきちんと政策に反映される社会」であること である 

 

たとえばオランダでは： 

放課後に自由な時間が多く、親子で過ごす時間も長いし、 

学校でも子どもの気持ちを聞くカウンセラーの制度が整っている。 

一方、日本では「勉強や進路が優先されすぎて、子どもの気持ちが後回し」という傾向が強く見

られる。つまり、経済的な豊かさがあった上で、子どもの心の満足感をつくるという風習や文化が

ある。 

 

改善のために求められる行動は次の通りです。 

 

・学校に常設の相談窓口を設置し、カウンセラーを拡充 

・スマートフォン依存や SNSによるストレスへの情報リテラシー教育 

・授業中に「心の健康」について学ぶ時間の導入。たとえば、小学生のミナちゃん（仮名）は「週に

1 回、担任の先生と 10 分だけでも話す時間があってうれしい」と話してくれた。子どもが安心して

本音を話せる場を持つこと、それが第一歩である。 
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資料２ 
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資料３ 

 

 

 

 

 

 

資料４  

新聞への投稿の一部 

 

 

ときめき未来寄合 （記録 一部より） 

（１） 来年度の五条っ子フェスに向けて 子ども、教員、地域、保護者、行政が一つになって

「やりたい」「面白そう！」を対話しました。ワクワクするアイデアがたくさん生まれ

ました。 

（２） 五条っ子フェスに向けて ６年生の一部の児童を中心にちっチャイ菜の普及についての調

査、レシピ研究そして発表を行う過程で、五条っ子フェス会場にて商工農政課が学校でちっ

チャイ菜としょうゆ漬け販売したところ、保護者と地域の人等の参加者が買い求め 150個が

３０分で売り切れた。とか、５月の五条川コミュニティ親子スポーツデイ会場においても同

様な販売実績となり、子どもたちの研究・発表が保護者、地域の人への関心を高める効果が

表れていると思われる、この例を他の市内学校に多く活用できないか? 
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資料５ 広報いわくら 3月号 

8月 23日（土）朝日新聞より AIに関する記事の多さ 

・1面,23面； 「結婚」相手は AI 実態なくても「幸せ」 

   対話型の生成 AI（人工知能）に「愛着がある」と答えた人の割合は 67.6%―。中には AIに

恋をし、「結婚」した女性もいる。 

・6面；AI がニュース要約 

もっと多角的に 興味の橋増やす 

・7面；eスポーツ大国へ 覇権狙うサウジ  

大会７週間 選手 2000人超賞金総額 100億円 

自室まで配達 自動ロボット 2026年度中の実用化を予定している 

・15面；AIの倫理学 著；M・クーケルバーク 著；カズオ・イシグロ【クララとお日さま】 

中国で開かれた人型ロボット運動会サッカーの試合ではボールを追いかけた   

・21面；「闇バイト」に注意  

大学生が啓発動画「捨て駒にされ、人生が台無しになる」を制作した。 

・23面；「富岳」後継 米大手も参画  

2030 年の稼働をめざす日本の旗艦スーパーコンピューターの開発に米半導体大手のエヌビティ

アが参画する。エヌビティアは「富岳」の 100倍の実用性能をめざす。 

 


